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１．はじめに  

 身体障害者の社会的活動が活発化し、高齢化社会

の進展とともにバリアフリーが重要視されるように

なった。平成 12 年には交通バリアフリー法が施行さ

れ、バリアフリーは重要な政策となっている。ハー

ドなバリアフリーの整備には時間がかかるが、バリ

アフリー情報の提供は障害者にとって即効性のある

手段である。バリアフリーマップはバリアフリー情

報の提供形態として有効であるが、今までの研究は

バリアフリーマップの作成過程 1）、運用 2）の例があ

るが、障害者による評価についてはあまり研究例が

ない。障害者の側に立ったバリアフリー情報が与え

られているとは必ずしも考えられないので、情報の

供給側、需要側のミスマッチを解消することが重要

と考えられる。ここでは車椅子利用者を対象として、

バリアフリー情報の必要性についてアンケート調査

を行い、問題点を探った。 

 

２．調査方法  

 バリアフリー情報のニーズや有効な情報提供の仕

方、及び「バリアフリーマップ」の認知度・使用頻

度、問題点を明らかにすることを目的として車いす

利用者を対象にアンケート調査を実施した。アンケ

ートの内容は、バリアフリー設備の情報について、

ピクトグラム(絵記号)について、バリアフリーマップ

について、および属性である。対象は岩手県と宮城

県の全国脊髄損傷連合会の会員とし、郵送配布・回

収を行った。表 1に回収率等を示す。 

表１ 回収率 

県名 配布数 回収集 回収率(％)

岩手県 129 72 55.8 

宮城県 154 59 38.3 

合計 283 131 46.3 

キーワード バリアフリー、バリアフリーマップ 

連絡先 〒020-0193 岩手県滝沢村巣子 152-52 

Tel 019-694-2732 motoda@iwate-pu.ac.jp 

３．調査結果  

（１）属性 

 男性が 96％と殆どであった。年齢は 50 歳以上が

67％と中高年が多い。利用している車椅子は手動式 

が 86％と大半である。運転免許は 72％の回答者が保 

有しており、自動車を運転する人が多い。 

（２）バリアフリー情報 

バリアフリー設備の情報で特に必要な情報(N=113)
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図 1 必要なバリアフリー設備情報 

①バリアフリー設備情報の必要度 

 バリアフリー設備情報がなくて困ったことがある

かを聞いたところ、85％の回答者が経験があると答

えた。 

②バリアフリー設備で必要な情報 
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バリアフリー設備情報で必要なものを複数回答で示

したのが図1である。「身障者用トイレ」が一番多く、

次いで「エレベーター」「身障者用駐車場」「スロー

プ」が多かった。身障者用トイレの有無、移動の際

の情報が必要とされていることがわかる。 
（２）ピクトグラム 
 絵で情報を表すピクトグラムについて聞いた。JIS
や国土交通省が定めるピクトグラムの他に多くのピ

クトグラムが使われているが、利用者にとってどの

ように評価されているかを調査した。ここではその

一部を紹介する。 
 洋式トイレについて提案されているものを並べ、

分かりやすいものと分かりにくいものを回答しても

らった（図 2）。 

        
 ①      ②     ③     ④ 

わ か りや す い ピ クトグ ラ ム 　洋 式 トイ レ(N =105)
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図 2 分かりやすいピクトグラム(洋式トイレ) 

回答によれば、分かりやすいのは③、④、①、②

の順である。①、②が分かりにくかったのは正面か

らだと洋式トイレの形が認識しにくいからだと考え

られ、③が分かりやすかったのは文字が入っている

ことで理解がしやすかったものと考えられる。 
（３）バリアフリーマップ 
①バリアフリーマップの認知度と利用度 
 どのくらい知っているかを聞いたところ、よく知

っている、少し知っている、言葉だけ聞いたことが

あるを合計すると 82％と大半の人が知っていること

になる。しかし利用度を見るといつも利用する、と

きどき利用するを合わせて 38％と過半数より少なく

あまり利用されていないことがわかる（図 3）。 

バリアフリーマップ利用度
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図 3 バリアフリーマップ利用度 

②バリアフリーマップに望むこと 
 回答者全員にバリアフリーマップに関して望むこ

とを複数回答してもらった。この結果、情報の入手

の容易さ、情報の正確さ、最新の情報などが上位に

位置した（図 4）。 

バリアフリーマップに望むこと　合計（N=117）
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図 4 バリアフリーマップに望むこと 

４．おわりに  

一連の調査からバリアフリー情報は必要とされて

いるにもかかわらず、情報提供内容、情報提供方法

について課題が存在することが明らかとなった。今

後さらによりよいバリアフリー情報の提供方法につ

いて考察を進めてゆきたい。 
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